
ＨＳＫ☆

いちばんぼし

僻審●●寄書僻書僻書●･僻書僻書
Ｓ
Ｓ
ｌ
ｌ
．
。
’
書
僻
僻
審
一
息
・
書

も

　

く

　

じ

1989. 5.10

支部だより

僻
書
僻
僻
書
僻
書
僻
書

書
書
審
書
癖
書
僻
書
一
泰
僻
書
一
帯
僻
書
帯
磁
僻
書

　　　　

ＨＳＫ通巻2恥号

昭和48年１月13日第3種郵鳳娠ｌ可
平成元年5月10日発行（毎月10日）

　

全国膠原病友の到欝道支部

　　　

いちばん4ZしNa69

◇第16回支部総会のご案内

　

…………………1p

　　　　

≫

　　　

スケジュール

　

，………2～3p

◇患者というよりは生活者の一人として

　　　　　　　　　　　　　

三森

　

礼子4～7p

◇地区だより

　　　

＜帯広地区＞

　

荒尾

　

みや子

　

…8～9p

　　　

＜札幌地区＞

　

瀬賀

　

史子

　

……10～11p

◇質問ＢＯχ

　

……………………………12～15p

◇おたよりコーナー……………………1トー22p

◇膠原病アラカルト

　

……………-･………23～24p

◇事務局からのお知らせ

　

………………25～26p

◇あとがき

僻細細細細細細細僻細締鯖細



¥ｙ￥曹￥や

　　

ｰ

　

---●

　　

-

　

-●i一d.･･=J_ﾆ4

　　

－

　

－

　

－
全国膠原柄友の会北海嫌支部

オ16回総会と医療講演会のご案内

　

￥曹￥ｙ￥ｙ￥曹￥曹￥ｙ￥

　

例年にない碑冬のせいか、ちよ･･ぴり早い巻を迎え、会員の

皆さんばいかがお過ごしでプ八

　

前号にて、支部総会を８月に行ｙわれゐ全道集会に併ｾﾞｰて開

催するとお知らせしましﾌﾟ１が、スケジュールの都合て吸更とな

りました。あらためマ、例年と同じ６月に剛崔する運びとなり

まし八のでご案内致しまに

　

総会の樟μ。振川先生、中井先生をお迎えして。お食事をし

ながらの叉流会ヽを予定していま百。また医療講演会７ヽは、治療

の最鮪膏稚などを含ぬ聞きのが七かい内容となっマいます。

　

私達難病患者にとって、生活そのものをおびやかす消費税で

スタートし几平成元年度マてがトせめて私達は原､者､にかか八

会員一人ひと川がこのきびしい現実を自分白身の問題として受

けどめ、あらたな活動(林にかﾉにして行き几いと考えま凰

　

皆ざんの会費を僕-ヽマ。年に一度芦:け痢崔庫乃橋会で菟

　

づ賃乙参加ボれたことのない会員の皆さんし自分の会費が

と･のように禄われ７いるcろか、見物するつもりで参加してみマ

下さい。さっと友の会が身近に感じられること受け晋いです。

より多く(乃皆方んの参加を心よりお持ちし了抑ば呪

～卜､、



杏６月17日(エ)

1４げo ･・受ｲ寸朗苛（難病センター.3F/呟議室前）
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9・勿6回支部総会

叩･･交流会(北海廓限年金会鄭

　　　

〈北毎道大学孵卵礪両院ｔ2剛斗〉佐川

　

眉死生

　　　

〈到叫中頌院1り科〉中井秀紀先生

　　　

20 : 00

杏６月凶日旧)

　　　

9:30

　

●･刈

　　　

ぼ)
しo ･・医療講演会･相談会ヽ

(４､「膠原病の合併症と応療詞印解賑」

　　　

北海道大学医学部附属病院竿２内科

　　　　　　　　　　　　

桓川

　

昭先生

(4､「膠原病にみられる倒回匝と大腿骨頭壊死.、

　　　

松田整形ﾀ府病院

　

増田武志先生

12:∂0

　　

I
旧詣0⌒.解散～
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平趨元年６月i70(土卜丿８日(日)

・ところ●〈総会講演会会場〉

　　　　　　　

北海道難病センター

　　　　　　　　

札幌市中央区南４条西10丁目ｓoﾛ匈2^3233

　　　　　

〈交流会会場〉

　　　　　　　

北海道厚生年金会館

　　　　　　　　

聡幌市中央区北洋西12丁目ｓo日(230%引

⑩交流会の参ｸﾛ費はIA
4.000円です

磨(交流会のみ(7惨力口も歓迎い几しま・)

!３汁し幌までの交通費の序額は友の会で負担しまｔ

ぷ％(凡幌翔主の方は、一律釦0円を友の会７ヽ負担しぼ判

⑤)当日会場にマ会費(^4.2oon)g受け卿↑１１．

⑩宿泊貴ぐ舞病センターのみ)μ友(ﾌ)会で負担します.

　

○

　

朝御べ邱0円ば自己負担７ヽす.

⑩ご牽ｯﾛの方は印カンをご符参下乱ヽ

３～



心九.匹ら九ら心心.ら(Ξ心九九(Ξ心八．

　　　　　

患者というよりは生活着の一人として

北大医療研にて

　

に.にｅ４一匹ら９ヽ～９ヽｓ-にｅ４一匹三森礼子le･～

　

2剛５日北大医療問題研究会どいうサークルで、恋着会につ

いてお話ｊせて頂之槽会に恵まれた．医着．看護婦の卵といわ

れる、本来の医療征事看たち30人くらい力借熱じに聞いてくれ

て嬉しかっ八．

　

この口の洋備のために川年莉道ｍ衛生看護学院７話し八時

のテープを探し出しマ聞いマみ乱何か(7)本からそのまま丸写

ししマきリ兼な、よくこなれ心ヽない表現が目立札栽ながら

赤面すゐ．それでも話(7)大筋(7)一部は変えマもう穴れとしては

ほとんどこれでいけるなど思っ八．というのよ口耳が経過し

八今でも根本的なも剛丿何も変っちべヽないないヽうのが､私

白身の正直な感想バ・八か匈で．

　

タイトルは「膠原病患着とその諸問題．とし全体を五本の

壮でくくっ八．

田膠原病とはどんな病気ヵｙ簡単に説明．

ぐ2)私の病贋と患者会との出会い

　　

発病～告知～闘病生活～そして現在に至るまでヽの経過をす

　

ラリし話呪本当はこれをサラリとやっマ心判ないのだが

　

実ばこれが最も苦手氏看護学生の一人がすがぐず.「膠原酒

　

と告知され八時c7,気持をもうケし詳しく話して下牡ヽ．とつ

-ヽ-４



つこん７･きた。「医学書等７･見マ、もしかしてそうじゃないか

なと思っマたけど、イザ宣告されマみろと６う目の前がまっ時

になりＪし穴。その墳(ｱ､本にば、発病して2年以内に康実に死

七するとか、予後不良どしか書いマなくマ､‥。これを人前７ヽ話

そうとすると。もう十数年も前(7)ことかのに今7･も泣きそうに

なゐ。自弁ａ子ｲ共ぐらい(刀年齢の人たちを前に泣いマしまっ几

ら大乱ちょっと呼吸を整えマ､「どう慾漕ら仇ヽ病気なら。本

当ｎことを知らない方が察せだった。と。､駄々をこね八話をし

八。そしてその医師が「あな八自身が知らなければむっと不平

なことになりますよ。あな穴が自分の病気を万ちんと々けとめ

Ｔ自分を管理できる人だと思･､たからお話し八のア呵｡今ば

平い７ヽしょうがし子杓j-ﾋﾞ笥観ずる病気でも釦ほせん。とい

う言葉によバ今私がこうに生き了いるこ剔っ刈告知

例士方が、今叫

とが｀で万穴。

（3）膠原郷友の会ビその誘同題

　

設立の経過や北海道難病連と叫

が雌々ﾌﾌ問題に３いかつ几時、友の会の励ましや助言が直接

の解決の糸口になっ穴例をいくつ心

的伺貿燧果してきたことを話竃道内の膠屏師細特定疾思

受給巻数（約２千人）のう乱入会首が｀Ｉ割強であゐことに

５



　

つい了もスルドイ質問があった

（４）恋着のおかれマいゐ社会的現実

　　

発病～失職～経済的困窮。これは今も変ってはいないが、

　

日年前に寿例として登場し７いただいた家名の方が会員他界

されていることに胸が痛ん瓦際立って不幸な例ば加比･ツ

　

クアヽyプしたから7ヤ)うが。個人的な事例μやめマ。２年前

　

に行なっ八アンヶ-ﾄ調査の結果を中心に腐すことにし几

　

完常しないま７ヽそﾉ、対症療法にJ〕巾とんど｀(ｱ･人が在モマ･そ

　

れなりに安足しマいる状態７ヽあるとは答えｙ

　

しかし。同居

　

稼族(酌両者･親)が健在(7)うちはいいが。こ(7)7tの老筏の

　

不安を訴える声も多い。公費負担･年金の打ち切り、見直し、

　

申請拒否や税金・生活ｲ呆洙7)しめっけなどにリ邨乱

(5)医療関係者に望むこと

　　

本凱にれ珀すを聴いマもらい八くマやバ釆たん７･す、

　

と言うと、摩までヽの緊迫し八空気が一瞬にしマほこア)んだ。

　　

自分c乃病歴の時にも話し八が､病気ａ告知はそ(7)人Ｑ人生

　

(7)中で最も重大な晩割引叱っては日常帽１事の流れ則

　

コマに葺ぎなくて払慎重に向万あっマばしい。そして必ず

　

暖かいフォローを忘れずに。ま几難病に限らすあ昿､れ八

すぐ沿ろ病気であっても、その人にとパは．その時(7)重大

筒心事７あることを覚えTﾌﾞ:７欲ハにと¶ル



　

年金や身障手帳の申請については、協力的態度？･望んマ･欲し

い。患着の質問には納得いくまで答えマほしい。恋着が自分の

医療内容の決定に参加７ヽきゐ方向を目ざしマほしい｡

゛病気によっマダうも剛ま大さい。しかしどんな可能性がそ

のÅに残ざれているGりか、それを一緒に考えマほしい。という

ことを。ある医療関係も湯し八こピがあ･は菟ずると『そ

れμムリだよにヽちいちその人(刀人生丸抱えしたら、こっちの

身がも鳶ない。そればあくま列固Åの問題だもと吉われまし

た。かなり拡大解釈寸れたみ八い７ヽ寸。もちろん個々７ヽ考えゐ

べきことでしょうダ､医療湘則の適t刀な助言岡可よりの薬とい

う例も沢山知っマい蓬莱。

　

とまれこんな調子で丸々２時間を消化。学生達はもしかし

八ら、石七生々しぐ悲劇的なクサイ話を期待していﾌﾞﾋ(ｱ)か

もしれﾌﾟyい。しかし､私μ患者７あることにば変りがなくても、

もはや闘病着マヽはなく、ごくフツづ)生活者(ｱ)一人。難病と言

われる病気をうまく抱えこみながら、中年に寸しかかってしま

ったオバ｀サフぐ刀志高劇ば、や廓ﾉ９介くﾌ)口からμ語れないも(ﾌ)

～７～



⊂よ⊇

日本犬ソリレース２年 勝
地区…荒尾みや子

　

帯広、十勝でμ冬cMベンドとしマ、全日本エス匈モー犬保

存会萍舒主催による犬ゾリレースが盛んに行なわれています。

今年引月末．帯広氷祭り協賛による全日本犬,/ﾘしース

力叩

　

なんと、浸(7･レースに藤田清子さんが出場し々いたの７ヽす。

又)k抑上もあるエス午乙一犬が雪けむりを上げノノリを引く光

景μ、それμスど一下感と迫力あゐも(7)です。

　

こ(ｱ)大会７･曖犬ロダソと藤田ざんに成犬オス(ﾌ)耶バ頭引

^8007(1タイムレースに出場。堂々の２年連統|位マヽす。帯広

市長賞のトロフィーを手にニヅコリ。力が入ってやめられない、

という気持が｀なゐほどわ匹は百。この日μ全道から5Q頭ほど

7)エスベモ一犬が集まり、各肺門で競い合丿呻での優勝でし

た。まし２月26日更別どんく川肘冬まっりて行４廊れた匹会

にも出場。これぞﾉまT'~.200w｡レース司憂軋金メダルを獲得

し迂し八。

　

犬ゾリレース(ﾌ?亨っかけは、ぺヽｿﾄﾐ/ヨヽ･/プフ･エスキモー犬

８



を１■めらがたことから、飼い鐙めた翌年6j年よリレースにぶ

場とのこ乙オスのロダンとメスの三ルはもう家族の一員であ

り、レースば生活の一節Gりよう７ヽす。

　

自分のおやっを食べなくても、大建にμ尽してあげたいと百

う藤田才ん。犯人から見ても慄しマ軽いほうどμ思えない、強

皮症という体マドレイノ一なんか飛ん７･いけー､､と、犬ゾリレ

ース、家庭(ｱ･事、支鄙(刀事と、明るく生事生きとこなしてしま

うバまりきりお丑にん７百。

　

これからも記鐸をどんどん伸ばして、私達に病気に負けない

気符と夢を与えマ下声二

出場の主婦・藤田

浩子さん（15面）

た
。
中
で
も
、
犬
ぞ
り
の
競
馬
版
、

蒔
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出
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「
今
年
は
ぜ
ひ
一
位
を
と
り
た
い

ね
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

～９～
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(息L砂地区‥瀬賀史子

　

平成元年４月I5B(エ)｡干筏｜時半からヨークマヽソずカヤ８階

≒ペローキ。で札幌廻区の早まりが'和ぼし八丿5名という

予想を上回る参加者で、当日場所を変更するという不手膠があ

りましたが、これは嬉しい誤算でした。

　

昨年１年開誕生カードを送り、皆さんからお礼の手紙などを

乙ら、Ｒことに気をよくして、今年は２ヶ月にｍ度集まりを拝

ちお互いの顔を見ながらお喋りをして交流を深めマいっ八ら

どうかということになりまし穴。そして参ｸﾛ着の中にそａ月

と前(ｱ･月(7･誕生E汐･人ダい八ら、ざさやか衣デフレセントをず

ることにしＪした今回の集まりてヽμ５人い了、バラ必花を１

苓すっ贈･ほし几。

　

オ／回(7･早まりということでまずμ一人一人自己紹介｡幹

しい会員さんも多く出席し乙庫と名前を徳えるのに一苦労と

いう感じここ(乃集ま山丿可ｽﾞ)ヽ名前を付けようということでづ欠

回までに考えマぐることになりまし几

　

役員と会員との交流ばあっても、会員同士というのはなかな

か難しで。こうぃうように早まる韓会があればお互い個人的

に話すことも７･きるレ気節

とで集まっ川中問だがしそれをプラスにしてこれからとヽんとヽん

友達淵廠を広げていっマばしいと､司ヽu

～１０～



今回は初めマということ影満足しな｀ヵｙ,六方が多ﾌﾟ八几じり

司まないかと思いま葺が｀、これに凝りずこれからも多く(乃皆氷

んに参な)してほしい７ヽす。

これからこ(7)集ま吋が充実したものにそして長続ｙ

めに、普さんのご意見、こ凛望をお持ちし７います。

が膠原病教室．

一医者の知識と患勧肩付乙方寸－

ぽ坂信之菱同丈書院￥?即)

々「月寥原病．

ぐ塩川優一著、主婦(ｱ･友私利㈲)

どちらりう主文μ本鄙へお贈りしまず.″

東京都世田谷区

言全国膠原病友(肩

~１１～



奪

　　　　　

解答〈勤医協札幌丘珠炳院内科〉田村驀昭死生

ﾉ1:数ヶ月以よにわたる慢性の下痢征状についてのご質問で１

が、梗所生状が七ヽのようなものかをよく聞い八よ７ヽないと、原

疾患、オプｙわち混兪ぽ結台組庶病しメ下ＭＣＴ［:］と略しま凛）

と関連しμうのなのか。そうでないものなのかの鑑別μ困難７ヽ

工例えば､血液が混じるごとが万かっ爪め遥力ｙぎらぎらと

涸ダニ几便でμな力ぺ几かといぐミうなこと７て。全身状態

が・い（つかﾉ下痢lよする九体重液ケや全々俤怠感、むぐみ

１２、



貪血1などμない)Ｑか．思い刀かと、ヽうことも大事なポイント

だと思われＪす．ゴた、ステロ／fド剤のみならず.把９薬斉一比

関係が似ヽのかを考えマみることも大士刀７･ｔ

　

ご質問､ﾌ)中身力ヽらμ．その辺の詳しい事情がわかりかねゐ(ﾌ)

ですが｀、ここ７ヽば原芦恩と関連しマ郷き得る菰状と．八丿八ま

冶畔１ろことがあゐ病状にＥ別してお話してみ八いと､でい5t,

　

ＭＣＴ(:)と関漣し７みられゐ下痢症状に心比較昨隣で１が、

(D蛋臼漏出征胃病症といっマ、柄気(ｱ)活動期に認められ。一般

的な食事療法や下痢止めで喰くびらず、ステロイド投与を必要

とオゐものがあります。これには、蛋白質が｀屑からどんどん4更

に漏れ出マいく八めに二次的にむくみ到半うことが多いと言

われマいま凪(2)血管炎による虚血性腸則J.血管の炎症の八

めにその血管を流れる血液が冷なくい八腸Ｑ粘膜が腫れ上が

づ川、びらんを起こ了ダブルこ血液叫昆じっ几下痢便を認め言

１がづ更:#(7)あとに急に起こづリノすゐこともあリＪ気③強

皮症と間違しマμﾐざる病態困で表はりト腸の粘膜に繊維が贈え

マ腸Ｑ動;きが思くなり、腸内の環境が癩じし八結果、異常な細

菌が増えマ起亨乃下痢７う。これば串又不艮症候群いにペヘ

ｊまヅまな牢養分の吸収障害を起こレ体重が浦るﾌｙどの全身

状態の悪化を引丿起こしま亀六腸にこうし几変化を起こし八

場合には便秘j'ゐことの方が多いの了づがし便秘と下痢を繰り

　　　　　　　　　　　

～13～



返１という人もいま１．また．こうした小腸やÅ廟の病気を秤

う人(7)苓くは、膏道の働きも恩いことが苓く、胸やけや籾を飲

み辿んだ時のつかえ感を自覚万ゐ場合も釦ﾉＪ気④また、ﾃﾞ｀

ンプン桔(ﾌ'異常ぢ､蛋白貧が痛

～１４～



ことを躇認した上で。初めて診断しえゐ病気だいヽうことを忘

れマはいけません。年齢勧口昧しマ考えるなふば、悪性疾恩の

症状としての下痢にび王意が必要ですすなわち丿慢性の下痢

だから…。といって片付けマしまわずに、血膏検査､便検蒼、

腸のレントゲン検査、カメラ瀬査などの精色検査をしなくては

ならないと思います．

〈ミΞ)〈ミE〉〈ΞΞ)〈ΞΞ)珊〈竃Ξ〉〈Ｓ〈aE)〈竃Ξ〉〈Ｓ優〈Ｓ愚〈ミE)〈ミ〉《Ｓ)くミΞ)

友の会の年会費叫00円)は

北海道支部におさめて下さい。

　

年会費徊00円(刀うち、2､j00円は本部会費７･すが、支部７ヽ

一括しマ本部におさめ了います(ﾌ)で、直掻本邸へはお察め

ない７ヽ下才六

　

な款ご不明な点μレ事務局までお問い合せ下方八

〈ミΞ)優〉〈Ｓ〈gl)侭〈ミΞ〉〈ミE)〈－〉くミE)ＳくＳくーΞ)くミE)くZIΞ)ぞくaE)くgl)

-ヽ-１５～
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〈札幌市Ｓ．Ｋ〉

酋前略、３別口から５日間何かとお世話になり冽難うござい

ました。初めて参刀けせて頂い几バザー、とにか<驚ｊの一言

　　　　

－
でした丿干を流しながら(ｱ)売場(川１事、時折､顔見合わせなが

ら真。赤な顔で六変マヽμ和にまし八が、でも瀕しか。八と｡いう

か、今後庶丿思い出として残ると､芒います。ま几一緒に仁事

をし八方々も皆さん良い方ば｀かり７･｡参力吋とて頂ｙ嬉しかっ

たで凰

　

最初にシターヘ伺っ八時､暗い感じというか冷たいというか、

正直のところその迂剥帚ろうかとも思六

　

これぶ灘病でシター

なのかか｡｡とあj］良いイメージμ受けまでん７ヽし八。病気を

持っマいる人と特っマいない人との違いばあるとIJ思いばすが、

でも何日ﾌﾞ)嗜さんと柱事をしていくうちに話をし八リバｔ庫でﾉ

苦にはならなくなり、反対に楽しく出来る事がわ力川ました。

私も∧に慣れゐまでには時間のかかる人閣ですので、反対に祀

の人の方が通い人部ど思ったか右知れjL愁ん汪

　

とトかく皆さん本当に働事ま玉自分の病気なんか特っマい

ないという感じで‥､。こが､にμ驚きました。私白身の方が恥し

くな勧立

　

色々乙考えさやられまし几



　

そし乙改めマ最初から迪られマさマいる友の会司

読みﾉ友の会。というものが七うぃうも(ﾌ･かわかったような気

がしJ工時々役員の万々の名前など聞い八りもしまし八が、

こんなにも大変な糾ｉ事をなご。マいゐとは。これも贋関紙゛

いあばんばノにてわブトμ次オマ･す。

　

これも皆バザーに参刀口させて頂い八からこそ？すがバ日、

　

２日でやめずに通い続けた事、最松削

　

それまでは、八片友(7)会に入ってぃれ雨町か得ゐ事があればと

　

思っマい八位マ･。真面目には考えてぃなかっ八筝は躇かでし瓦

　

本当にお世話になりまし八。

　

魯泰泰泰泰然泰泰魯泰然泰泰泰泰泰然泰泰

　　　　　　　　　　　　　　　　

〈札幌市Ｍ，Ｔ〉

酋前略、バースデーカードと写真のお礼を一掃にダゼて頂きま

　

凰

　

ありがとうご｀ざいj:し八。

　

光日ば皆様御苦労様でし几私も３月｜日に、六場ｊんと一

緒にチいノティバザーのお右云いをさせマ頂＜つひノアし/■cCTi

に風邪(ｱ)測４｀熱が出てなかなか可っ､きり七千、とぅとぅ行か

ずに大礼しマしまいまし几バザー当日の３月4Eト

　

尽日右そ

んな訳７ヽこちらも行かれずリ

調を整えてもっと早くから、今度ぼヌ、達っ八ものを作って持

　

って行ざ八いとI町っ了いＪす。バザーａ岸子はすムリでしよ

～１７～



う征学校等ａバザー風景はも(7)-tご･い７てから。さ・とり)

んなに可ごいＱかしら。と想像して。頭の下がるたいがしマお

･ほす。本当に御哲蜘茉でヽし几

　

今年μ暖かく。雪も少ない穏やかな冬７ヽし几から、桜の花も

早く咲くことでしょうね。一日も早く雪が譲けマ、ﾚ／fノーか

らも解放されたいと思って糾ﾉ了工

　

皆様石どうぞあ郵ﾉ無理をなｊらず、お体御自愛下乱ヽＪせｰ。

　

館ｗ聘胞卵胞卵ｗ聘ｗ肺ｗ卵胞卵ｗ肺ｗ卵ｗ

　　　　　　　　　　　　　　　　

〈札幌市Ｎｊ〈〉

＠前略､初めマ手紙を書がせマ頂きj:し乙過日は誕生曰カー

　

ド和ﾉがとうｺﾞざいまし配本当に嬉しカヘ八７ヽす。涙が出ま

　

し几。思いもかけないカードのプレゼントに。スな｀にかびとつ

教えられた気持てヽ貳そ杓ま真心を。恥才になりました。摩ま

では子摂達から祝っマもらって当り前(ﾌ･ように過ごして昂八誕

生日乙今cｱ)私は新几な気符て≒今年は感佩量７ヽ迎えゐ事が出

牙まし乙又ひとつヌひどつと一年一年脈生日が冰る度に感

謝しながら病気に負けゐ等なく頑張ってい万たいと思って糾ﾉ

ま了。

　

及の会支部の皆原にはヌ何力七面倒をおかけする庫｛ﾉあると

思い迂すが､何卒宜しくお願い申し上げます。ます･ばありがと

うございまし/≒それでばござげんよう。

ヽ-１８～



　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〈札幌市

　

Ａ．Ｋ〉

ｓこんにちわ。こ(ﾌ)間はお誕生口カード本当にありがとうご了

　

いまし八。

　

私ば今年３年遅れ７ヽは和はすが､定時制高校を卒業可ゐこ

　

とが出来ました。どちらかと言えば､早いことａ方が多かっ乃

　

気がするけど、なぜか今となっマは粟しかっ八ことば加ﾉが思

　

い出方れゐ４年澗７･した斗月か削ま医療事#(7)専門制えへ行

　

さJj'。

　

今は比鮮的身停の調子がいいけれど、この病気になてから

何もかもが手いこと、悔しいことば分り７ブ屠うして自分だけ

が二んな思いをしｙく乃やならないのか。といっも思っ７まし

八。７ヽも私ばたくさんの浅達をつくること７ヽ、毎日を明るく過

ごｊ二とが出釆ました、直接､健康な／、にトにの病気の苦しみ

はわかってはむらえないけれとへそんな中で乙回分ば自分なり

に少しずつ強くな・ていくんバということが、最近わがﾉかけ

てきまし八。

　

これからも柄気に負けそうになる時が牙るかもしれないけれ

ど、いつも笑顔を忘外ずがんばって生ざ八いリ巴いま玉

　

普硝石お身体バけは大切匹‥

'ヽ一１９ヽ



〈札幌市Ｍｊ〈〉

Ｓ(前略)い力剔や長介さんｎ奥さんが自殺した件？渫が'、

報道関ｲ糸着にすし芳晴ｶ云い八い気符乙有･八会としてば、何

か働､きかけが必要ではないか、と思。たりもしていＪす。マス

コミは、膠原病μ師聊隋望になって、それが原因７ヽ死んだと云

つ７報道ｔマいま１がしあのÅはあくま７う個人的な｀問題で命

を絶ったの７ヽあっマ、膠原病cｱ)八めに死んだなんて云い方はし

て欲しくないと思､います。あまりあんな報道をこれると、診断

の日所ぞい人や、これから発病する人の動蔀の元になると思い

ます。難病としマ撮ってもらう(川ま良い事７ヽ寸力ｙい八ずらに

人(ﾌ)同情を引く測な拶道は考えてもらう必要が肴ゐと思います。

同じ病気でヽ皆が頑張っている訳７ヽすから。初めから少し偉そう

な事を云って可みません。

　

入会でrｔマ頂い几ら、床

いは出釆ませんが、家の中で･出釆る事で･したらお手伝い出釆ま

葺の了二

　

お手伝いポせてい靫匹で友いと､恩います。今撞とも

よろしくれ願い致しま呪

如翻翻恥翻恥翻如ｋ翻翻翻

　　　　　　　

〈上砂川町ふs〉
ｓ御無沙汰し了糾ﾉま影お変りなくお過ごし(刀ことと思いま

　

す。私右昨年米がﾉ(ｱ)胃潰瘍乙完治とは言えませんが、好転の

～２０～



兆しです．医療費免賊硬新に伴い各種検査(7･紀

のことで．一安心というどころ７す．

　

さて、こ(ｱ･度ば誕生お祝のカードを戴丿有難うゴムヽました．

昭和初期に鬼志別で生れ育乱故郷を持にして30年斜八域乱

万丈(ｱ･人生を送りつつ無事62オの誕生日を迎えました．今斐-は

平成の嘲べを健康に留意しなが｀ら、一年一年を通ごして行きた

いヒ考えマおります．

　

故郷鬼応別も５月代

いけず．匡匯体の経済成長(ｱ)裏では多く(肩義牲を強いられて、

北国の厳し才をどこまで政寄家ば理解して(7)秘論なのか．あゐ

いぽ福祉の撞巡も憤りを感じる隷な行政面よ私達難病連にもそ

の課長はひしひしと追って釆マいる稀に思ヽえていばでん．

　

過日の「なんれん．に本年度全浦集会は帯広の近くの音更町

と口お知らせ、冷年は参加し几いと思っておりばす．三森ざん

はじめ役員雁様に･Jその都度行事のある度、企画準備無事終了

までには本当に御苦労様と、有難く常々感謝してかﾉま呪

　

私も何かお手ｲ云いをと、気将柚れ巧っているのマブが、如

何せんま度身障者を２人をかかえ．ほとんど週の半舟は通院に

明け暮れマいるのが現状です．これも宿命と諦め．私ｱﾓけマる

やしでも明るく遇ごレ病人を元気づ計励ましておりま乱多

忙の中丿月30日旭川廼区反の会祚年会に参加しまし几盛会

～２１～



j裡に終･バ1した．

　

それでは元気にお適ごしなさる錆お祈りして．御礼低申しょ

げ廿す．

Ｗ

Ｗ

名寄Ｍ会員（辨ﾃ

　　

く名寄市〉田中順子

Ｓ皆

からもず．とこ（乃町には会彫り幹はできないと思い込んでいま

し乙ところが．３年前に名勣呆健戸削ぜ禅にぎっかけを作っ

ていただいてか（初めはポ･ツ･リ、ポ.いﾉ･り、二の項はシバ

ンバ自主的に昼食会を開くようにかﾉ、ついにこの度、新会員

３名を迎え、名寄にも５名の輔が出釆よりまし几．

　

昼食にいつも３時間程、全員英人．若々しく前向事印ぽ格で

穴っポリ食べ、几っぷりお喋り、そして募えゐことに感爽しつ

つ今日ま７･やってｊぼし八．

　

会員歴が一番長い私が、全道のぜ陣へ勘財物揉儀となりＪ

し紅。禾長くよゐしくお願い申しょげぱ可。

　

"

～２２～



膠
原
病
が
属
す
る
六
つ
の

病
気
と
そ
の
共
通
点

　

「
膠
原
病
は
、
ア
メ
リ
カ
の
病
理
学
者
ク

レ
ン
ペ
ラ
ー
・
氏
が
初
め
て
提
唱
し
た
病
気

で
す
。
一
九
四
二
年
の
こ
と
で
す
。

　

私
達
人
間
の
皮
膚
や
骨
、
筋
肉
、
関
節
、

神
経
、
内
臓
と
い
っ
た
様
々
な
部
品
は
、

そ
れ
が
単
独
で
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
な
い

よ
う
結
合
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
合
さ

せ
て
い
る
物
質
に
炎
症
を
起
こ
す
病
気
を

膠
原
病
と
い
う
の
で
す
。
膠
原
と
い
う
の

は
、
こ
の
結
合
組
織
で
あ
る
膠
原
繊
維
か

ら
き
て
い
る
名
前
で
す
」
と
佐
川
助
手
は
解

説
す
る
。

　

つ
ま
り
、
サ
イ
ボ
ー
グ
で
も
な
い
限
り
、

膠
原
病
は
、
誰
に
で
も
起
こ
る
可
能
性
が

あ
る
。
そ
し
て
、
病
気
の
発
症
形
態
や
部

位
等
に
よ
っ
て
。
個
別
の
病
名
を
持
こ
と

に
な
る
。

　

こ
こ
で
、
ク
レ
ン
ペ
ラ
ー
氏
が
発
表
し

た
当
時
か
ら
膠
原
病
と
し
て
紹
介
さ
れ
て

い
る
、
六
つ
の
病
気
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

①
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
Ｌ
デ
ス
（
Ｓ
Ｌ
Ｅ
）

成
熟
期
の
女
性
に
多
発

　

「
膠
原
病
は
、
男
女
と
も
に
み
ら
れ
る
病

気
で
す
。
し
か
し
、
圧
倒
的
に
女
性
に
多

い
の
で
す
。
Ｓ
Ｌ
Ｅ
を
例
に
と
る
と
、
男

性
一
に
対
し
て
、
女
性
は
Ｉ
〇
か
ら
一
三

と
ほ
ぼ
Ｉ
〇
倍
以
上
の
頻
度
で
す
。
し
か

も
、
年
齢
的
に
は
十
五
歳
か
ら
三
十
五
歳

と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
女
性
生
理
の
ピ
ー
ク

時
に
集
中
し
て
い
ま
す
」
ど
佐
川
助
手
は
警

告
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
膠
原
病
の
現
況
だ
が
、
佐
川
助

手
は
「
膠
原
病
の
研
究
も
日
々
進
歩
し
て
い

ま
す
。
現
在
で
は
組
織
学
的
に
結
合
組
織

病
、
臨
床
的
に
は
リ
ウ
マ
チ
性
疾
忠
。
病

因
論
上
か
ら
は
自
己
免
疫
疾
患
に
分
け
ら

れ
、
こ
の
三
つ
が
重
な
り
あ
っ
た
も
の
を

膠
原
病
ど
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
件
を
灘
た
す
病
気
は
前
述
し
た

と
お
り
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
親
戚
と
も
い

②
進
行
性
全
身
性
硬
化
症
（
Ｐ
Ｓ
Ｓ
）
③

多
発
性
筋
炎
・
皮
膚
筋
炎
④
多
発
性
動
脈

炎
節
優
性
関
節
宍
ウ
マ
チ
（
Ｒ
Ａ
）
⑥
ｙ
ウ

マ
チ
熱
（
Ｒ
Ｆ
）
で
あ
る
。

　

「
膠
原
病
は
、
全
身
に
系
統
的
に
起
こ
り

ま
す
が
、
い
ず
れ
も
そ
・
の
原
因
は
自
己
免

疫
に
よ
る
も
の
な
の
で
す
。
つ
ま
り
、
自

分
自
身
の
体
に
対
し
て
異
常
な
免
疫
戸
応

が
お
こ
り
、
そ
の
結
果
病
気
と
な
っ
て
し

ま
う
わ
け
で
す
」
（
佐
川
助
手
）
。

　

ど
う
や
ら
、
膠
原
病
を
知
る
た
め
に
は
、

自
己
免
疫
と
い
う
も
の
を
埋
解
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
よ
う
だ
。

自
分
を
敵
と
誤
認
す
る
？

　

人
間
の
か
ら
だ
は
、
御
存
じ
の
よ
う
に

外
敵
か
ら
身
を
守
る
働
き
が
あ
る
。
こ
の

　

そ
の
結
果
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ

る
の
か
と
い
う
と
、
敵
を
Ａ
（
抗
原
）
と
す

る
な
ら
ば
、
か
ら
だ
の
な
か
で
は
、
Ａ
に

対
応
す
る
戦
士
輿
抗
体
）
と
い
<
ｒ
＼
-
£
'
の
を
つ

く
る
。
つ
ま
り
、
自
己
を
敵
と
誤
認
す
る

の
だ
。
こ
れ
を
自
己
抗
体
と
い
う
。

　

こ
の
自
己
抗
体
と
自
分
の
か
ら
だ
の
成

分
（
自
己
抗
原
）
が
反
応
し
、
一
体
と
な
っ

た
も
の
が
、
か
ら
だ
の
い
た
る
と
こ
ろ
に

沈
着
す
る
。
そ
の
沈
着
場
所
が
給
合
組
織

で
あ
る
膠
原
繊
維
で
あ
っ
た
ら
…
…
。
そ

こ
で
は
慢
性
的
な
炎
症
が
起
こ
る
こ
I
^
J
に

な
る
。
つ
ま
り
は
膠
原
病
の
発
症
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

　

共
通
点
は
こ
の
自
己
免
疫
な
の
で
あ
る
。

特
徴
的
な
症
状
が
あ
る
。

動
き
を
免
疫
と
い
う
。
こ
れ
猛
晟
ウ
早
め
に
検
査
を
う
け
て
お
く

イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
明
ら
か
に
自
分
の
仲

　

さ
て
、
代
表
的
な
六
つ
の
｛
碧
八
を
列
記

間
で
は
な
い
も
の
が
侵
入
し
て
き
た
と
き
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
膠
原
病
に
は
、
共
通

に
働
く
よ
う
に
監
視
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
し
た
特
徴
的
な
症
状
が
あ
る
゜

ろ
が
、
こ
の
監
視
が
何
等
か
の
原
因
で
狂

　

「
発
執
、
関
｛
黎
涌
、
顔
と
か
手
足
の
発
疹
’
、

つ
て
し
ま
う
と
、
仲
間
で
あ
る
は
ず
の
自
浮
腫
そ
れ
と
レ
イ
ノ
ー
症
状
と
呼
ば
れ
る

分
の
か
ら
だ
を
つ
く
っ
て
い
る
成
分
に
対
も
の
で
す
。
レ
イ
ノ
’
‐
症
状
と
は
、
手
足

し
て
も
敵
と
し
て
み
な
し
て
し
ま
う
。

炎
症
が
起
こ
*
Ｏ
-
J
3
の
。
単
独
で
も
発
症
す

る
が
．
Ｓ
Ｌ
Ｅ
や
Ｒ
Ａ
と
も
合
併
し
や
す

い
と
い
う
。

代
表
的
な
膠
原
病
疾
思
、
Ｓ
Ｌ
Ｅ
を
紹
介

し
な
が
ら
、
膠
原
病
を
整
理
し
て
み
よ
う
・

　

発
疵
で
多
い
の
は
年
齢
的
に
家
庭
主
婦
。

症
状
は
、
け
い
れ
ん
な
ど
の
神
経
症
状
が

あ
り
、
顔
に
蝶
形
紅
斑
が
現
れ
る
。
時
に

は
脱
毛
が
あ
る
。
口
内
炎
が
あ
る
。
上
腕

部
で
は
ひ
じ
に
関
節
炎
、
手
指
に
は
レ
イ

ノ
ー
症
状
。

　

下
肢
部
に
は
股
に
血
栓
症
、
紫
斑
が
出

て
く
る
。
さ
ら
に
内
臓
に
は
心
膜
炎
や
胸

膜
炎
の
症
状
も
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
年
齢
的
に
自
分
が
あ
て
は
ま
る

の
で
あ
れ
ば
、
知
っ
て
お
き
た
い
病
気
の

一
つ
。
そ
し
て
症
状
は
全
身
に
現
れ
る
こ

と
も
頭
に
入
れ
て
お
き
た
い
。
症
状
が
強

く
出
て
き
て
、
慌
て
て
病
院
に
駆
け
込
む

の
は
避
け
た
い
と
い
え
る
。

予
防
と
治
療
に
つ
い
て

　

ど
ん
な
病
気
で
も
早
期
発
見
が
第
一
条

件
。
「
膠
原
病
は
そ
の
病
因
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
な
い
た
め
、
確
立
さ
れ
た
治
療
法

は
見
つ
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

Ｓ
Ｌ
Ｅ
で
も
Ｒ
Ａ
で
も
炎
症
反
応
を
抑
え

る
と
い
う
こ
と
で
。
効
果
を
あ
げ
て
い
ま

す
」
（
佐
川
助
手
）
。

　

Ｓ
Ｌ
Ｅ
の
場
合
は
主
流
と
し
て
副
腎
皮

質
ホ
ル
モ
ン
が
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

た
だ
し
、
こ
れ
に
は
、
個
々
人
の
病
気
の

程
度
や
薬
に
対
す
る
感
受
性
な
ｆ
ｒ
考
£
、

薬
の
量
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
免
疫
抑
制
剤
な
ど
も
薬
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

「
原
因
不
明
と
は
い
い
な
が
ら
、
膠
原
病

の
増
悪
因
子
と
し
て
は
、
感
染
・
手
術
・

疲
労
・
妊
娠
・
分
娩
〃
寒
冷
・
日
光
と
い

っ
た
刺
激
が
関
係
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
予
防
法
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
因

子
を
避
け
る
こ
と
が
最
大
の
手
段
と
い
え

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
心
配
な
こ
と
が
あ
れ

ば
。
一
ぽ
稜
査
を
う
け
て
お
く
の
も
重
要

で
す
」
と
佐
川
助
手
は
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い

～２３～

特定疾患に認定されているもの

①全剣性エリテマトーデス

(謎行性全身性硬ｲ酸

③多発性筋炎

④皮膚筋炎

⑤多発性劃脈炎

心四

のベーチェット病

⑧ウェナー肉芽懸

　　　

ｊ

⑨悪性関節リウマチ

の
先
端
が
白
く
な
る
も
の
で
、
そ
の
あ
と

暗
紫
色
や
紅
色
に
変
わ
る
症
状
で
す
。
こ

れ
は
血
管
の
収
縮
で
起
こ
ゲ
ま
こ
と
佐
川

助
手
。

　

こ
う
し
た
症
状
に
加
え
て
、
診
断
を
確

実
に
す
る
た
め
に
血
液
検
査
が
行
な
わ
れ

る
。
血
液
検
査
で
は
。
前
述
し
た
自
己
抗

体
の
出
現
の
有
無
や
炎
症
反
応
、
抗
体
の

成
分
な
ど
を
調
べ
る
。

　

膠
原
病
と
診
断
す
る
た
め
に
は
、
各
疾

患
に
お
い
て
。
そ
れ
ぞ
れ
診
断
基
畢
が
あ

る
。
例
を
あ
げ
る
と
．
Ｓ
Ｌ
Ｅ
の
場
合
に

は
、
十
一
項
目
の
症
状
の
う
ち
、
四
項
目

に
あ
て
は
ま
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

自
己
免
疫
に
よ
る
病
気
と
さ
れ
な
が
ら
、

な
ぜ
。
そ
う
な
る
の
か
。
そ
の
引
き
金
と

な
っ
て
い
る
本
当
の
原
因
は
何
な
の
か
、

い
ま
だ
に
わ
か
っ
て
い
な
い
。
不
可
解
な
。

病
気
と
い
う
の
は
こ
う
い
う
理
由
か
ら
で

あ
る
。

　
　

χ
Ｃ
ｊ
～

　

1
1
1
4
－

　

１
°
゛
；

患
に
認
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
（
表
）
ご
ツ
症
候
群
と
い
う
の
が
そ
れ
で
す
」
と
い
う
。

慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
特
定
疾
患
で
は
な

　
　

シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
と
は
、
目
や
ロ

い
が
、
特
に
血
管
炎
を
伴
う
悪
性
関
節
リ

　

が
乾
く
た
め
・
に
乾
燥
症
候
群
と
も
い
わ
れ
、

ウ
マ
チ
は
特
定
疾
患
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　

涙
腺
と
か
唾
液
腺
に
自
己
免
疫
反
応
性
の



" -
一 一 一 一

１鰯

塁
鑓

ｎ
ｌ
ｌ
Ｕ
ａ

ｉｕ
ｌ
Ｉ
Ｂ

I
Q
Ｂ

ﾎﾟｲﾝﾄは

　

一
か
月
ほ
ど
前
、
神
戸
市
の
二
十
二
廠
の
Ａ

さ
ん
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。
Ｓ
Ｌ
Ｅ
（
全
身
性

エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
）
の
思
者
と
い
う
Ａ
さ
ん

は
、
新
し
い
ガ
ン
治
療
法
が
自
分
の
病
気
に
応
用
で
き
な
い
か
と
、
問
い
合
わ
せ

て
き
た
の
だ
・
応
用
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
f
f
V
U
の
見
通
し
温
覚
だ
が
、

先
ご
ろ
京
都
市
で
開
か
れ
た
日
本
免
疫
雙
匂
も
、
Ｓ
Ｌ
Ｅ
に
関
玄
盆
薪
デ
ー

タ
が
い
く
つ
か
報
告
さ
れ
る
な
べ
こ
の
病
気
の
研
究
は
辺
実
に
進
ん
で
い
る
。

Ｓ
ｋ
じ
に
つ
い
て
の
話
題
を
集
め
、
Ａ
さ
ん
へ
の
回
答
に
し
ぷ
つ
。

大
阪
大
第
三
内
科

吉崎和幸講師

東
都
大
第
二
内
科

熊谷俊一助手

免
疫
異
常
や
慢
性
の
炎
症
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｌ
‐
１
１
１
‐
・

熊
谷
敬
一
助
手
（
四
ご
ほ
「
免
疫
異
の
で
ｍ
戒
が
必
要
。
か
つ
て
は
、

常
を
后
す
た
め
、
入
院
し
て
ス
テ
出
産
に
反
対
す
る
医
師
が
ほ
と
ん

ロ
イ
ド
剤
の
大
観
投
与
を
行
う
。
ど
た
っ
た
が
ヽ
最
近
は
ジ
ン
炎
な

症
状
が
と
れ
て
も
免
疫
異
常
が
続
ど
の
臓
器
障
害
が
な
く
半
年
以

い
て
い
ｓ
と
、
す
ぐ
ぶ
り
返
す
。
上
ｙ
非
活
動
斯
が
統
い
て
い
兪
。

思
者
自
身
が
病
気
を
理
解
し
、
そ
’
な
ら
出
産
し
て
も
よ
い
と
考
え
る

れ
に
立
ち
向
か
う
心
構
え
が
不
可
医
師
が
増
え
た
。
た
だ
し
家
族
な

欠
」
と
指
摘
す
る
。

　

病
気
か
落
ち
匈
豊
作
活
動
期
に

な
る
と
、
抗
核
抗
体
や
補
体
な
ど

の
検
査
圀
も
正
常
に
近
づ
く
。
病

気
そ
の
も
の
を
治
す
の
は
で
き
な

い
が
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
法
か
進
み
、

こ
の
病
気
が
康
因
で
死
亡
す
る
場

合
は
激
減
し
、
九
〇
％
以
上
の
思

者
が
発
ｍ
ｍ
十
年
を
留
え
て
ま
き

’
（
一
ぶ
つ
に
な
っ
た
。

立
ち
向
か
う
心
不
可
欠

　

Ｓ
Ｌ
Ｅ
は
慢
性
関
節
リ
ュ
ー
マ

チ
磋
ｇ
尚
じ
く
湿
原
（
こ
う
げ

ん
）
病
の
一
種
で
、
皮
膚
や
臓
器

を
つ
な
ぐ
結
合
組
織
に
炎
足
が
起

こ
る
。
病
原
体
な
ど
か
９
蓉
寺

る
免
疫
機
構
が
異
常
に
な
り
、
自

分
自
身
に
対
す
る
抗
体
を
作
る
の

が
原
因
。
リ
ュ
ー
マ
チ
は
、
免
疫

グ
ロ
ブ
リ
ン
に
対
す
る
抗
体
（
リ

ュ
ー
マ
チ
因
子
）
が
中
心
だ
が
、

Ｓ
Ｌ
Ｅ
で
は
細
胞
核
に
対
す
る
抗

核
抗
体
が
作
う
れ
る
。
思
者
は
全

国
で
二
万
数
千
人
。
九
〇
％
は
女

性
で
、
二
十
歳
代
に
多
い
。

　

発
病
時
の
症
状
で
最
も
多
い
の

は
発
熟
。
三
十
八
度
を
超
え
る
こ

と
も
あ
る
。
壹
飯
節
痛
や
頴
、

手
の
紅
斑
（
は
ん
）
も
あ
る
。
日

光
過
卿
と
な
り
ハ
イ
キ
ン
グ
や
ス

キ
ー
で
日
巻
函
ひ
た
あ
と
頭
が

赤
く
な
っ
た
り
、
発
熟
し
た
i
;
＼
し

て
発
病
す
る
ヶ
Ｉ
ス
も
。
し
び
れ

　

問
題
は
合
併
症
。
ジ
ン
炎
か
ら

な
ど
の
神
径
足
状
、
イ
ラ
イ
ラ
、
ジ
ン
不
仝
亡
進
み
や
す
い
し
、
ま

ぷ
眠
な
ど
の
精
神
症
状
が
出
る
こ
れ
に
肺
線
維
m
ら
肺
高
血
圧
症

と
か
心
り
、
症
状
は
多
彩
だ
。
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
大
阪
大
医

　

検
査
で
、
血
沈
が
高
渡
し
、
免
学
部
９
　
一
内
科
の
吉
m
幸
講
師

疫
グ
ロ
７
リ
ン
が
増
え
、
と
く
に
(
Ｓ
Ｓ
ぽ
「
合
併
足
が
器
四
な
い
よ

抗
核
抗
体
か
上
昇
、
逆
に
免
疫
一
元
２
早
間
冶
療
が
肝
心
だ
が
、
ジ
ッ

応
に
関
E
g
す
る
血
凋
た
ん
ぱ
く
の
不
全
に
な
れ
ば
人
工
透
析
、
肺
の

補
体
が
減
少
し
て
い
る
な
こ
の
特
症
状
が
進
み
呼
吸
困
霖
に
な
れ
ば

　
　

■
－
－

倣
か
ら
診
断
さ
れ
る
。

　
　

在
宅
酸
素
療
法
で
危
機
を
乗
り
切

　

き
ノ

　
　

～
ｓ
ｉ
／

　

る
こ
と
に
｀
Ｓ
」
と
零
つ
。
～

　

合
併
症
に
も
注
意
を

　

ｊ

　
　

ｙ
Ｉ
Ｉ
／

　

治
療
の
基
本
は
、
慢
性
の
炎
定
周
囲
の
協
力
で
出
産
も

を
抑
え
る
の
と
、
。
免
疫
の
異
常
を

　

若
い
女
性
思
考
が
多
い
だ
け
に

元
に
戻
玄
苫
。
炎
足
に
は
ス
テ
繕
婚
や
出
京
と
い
っ
た
問
匯
が
ク

ロ
イ
ド
剤
、
寥
り
に
病
状
に
ふ
Ｂ
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
。
紡

せ
免
疫
抑
制
剤
や
麿
腎
炎
を
防
ぐ
。
婚
指
手
に
ど
ん
砧
冤
か
を
説
明

抗
凝
圃
剤
な
″
恭
鴛
れ
る
・
し
、
諾
を
得
て
・
お
く
べ
き
だ
。

　

病
気
が
発
見
さ
れ
た
変
昼
ｓ
出
愕
鋳
状
悪
化
の
原
因
に
な
る

的
に
治
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
、
東
都
大
医
学
部
第
二
内
科
の

ど
周
囲
の
協
力
か
絶
対
条
件
。
薬

の
服
用
も
欠
か
せ
な
い
の
で
専
門

医
に
相
談
す
る
こ
と
。

　

こ
の
男
気
の
基
礎
研
究
は
剥
実

に
進
ん
で
お
り
。
や
が
て
冶
療
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
－

生
・
か
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
吉
崎
謁
師

ら
が
免
疫
学
会
で
発
表
し
た
の

は
、
ジ
ン
陣
害
を
チ
’
一
ツ
ク
す
る

方
法
。
ジ
ン
阿
召
は
、
組
織
の
一

部
を
取
っ
て
顕
微
鏡
で
見
る
「
生

検
」
で
調
べ
て
い
る
か
、
思
老
の

尿
中
に
リ
ン
パ
球
が
作
る
生
理
活

性
物
質
の
イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン

　

（
ｙ
ｙ
Ｌ
）
６
が
出
て
く
る
こ
と
か

わ
か
り
、
こ
の
世
を
調
べ
れ
ば
、

賑
害
の
理
度
が
判
定
で
き
る
こ
と

を
明
弘
か
に
し
た
。
こ
れ
で
ψ
碩

の
回
数
を
減
ら
せ
そ
う
だ
。

　

一
方
、
熊
谷
助
手
ら
は
患
者
の

Ｔ
リ
ン
パ
球
に
は
、
増
殖
、
成
熟

を
促
す
因
子
（
Ｉ
Ｌ
２
）
を
キ
ャ

ッ
チ
す
る
フ
ン
テ
ナ
（
Ｉ
Ｌ
２
受

容
体
）
か
極
端
に
少
な
い
こ
と
を

突
き
止
め
、
発
表
し
た
。
免
疫
異

惜
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
可
能
性

が
考
え
ら
れ
、
同
助
手
は
「
リ
ン

パ
球
の
受
容
体
を
体
外
で
増
や

し
、
思
者
に
厭
忌
療
法
も
で
き

ゑ
＾
で
は
」
と
期
待
し
て
い
る
。

f989. 1.75

読売新瀕夕刊

隨持､哨且四国､匍

～２４～



事務局から⑩⑩知昌世ご

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(989.4.30mit

Ｑご寄付い八だｊまし/1，

　　

・ス野八重子孫に000円

　　

・清水野芳子減

　

|､O㈲円

　　

・柳田ふ寸子麻

　

750円

　　

・渡部清深鯖

　

1.000円

　　

・小城

　

思減

　

３００円

　　

・田村齢昭鯖2.000円

　　　　　　　　　　　　　　　

Ｑありがとうございまし乃．

Ｑ新しく∧会ｊれ几方達で■.

　　

・瀬戸愛子

　

侈発作筋炎. S.23､ﾜ.3ぼ）

・柳津

　

郁子

　

(SLE. S.27.5. 7生）

・漬水野芳子に;LE、S.27. 6バ?生)

．ぶ責息ぐSLE、S. 18.S.12生）

・洵旧里挙、(ＳＬＥ)

～２５～



・岡崎恵芙子

　

(SLE、S.35. 9. 6生）

・大野美奈子

　

ぐ強皮症、S.9.引9生）

・藤田郁子(SLE. S.2i M. 2ぽ）

．巽

　　

照子

　

（強皮症.S.ぽj0. 3j生）

・加藤朋子（Ｓしと）

帰社所変更ｊれた方達です。

・小島淳子

・上野めぐみ

２６～



　

表紙を見て気付かれたことと､なヽまず（今年度かノカ

ラー表紙にしてみました．もちろん皆ざんに．より親しま

れる≒哺ばんばレを願ってのことです．「質問BoXj

「聊隔アラカルト」と新コーナーも順調です、もえぎ色

の≒ヽちばんばにをどうぞよろし＜．

　

桜の開花宣吝が例年かﾉ早かっ八せいか．夏（刀到釆も早

まりそう７ヽすが゛.劈ｊんの陽差し対策の準備μ遭んでいま

１か．皆さんとお･会ヽい-ｆゐ６月|ﾜ日は、ろう初夏の季節で

１．体調を讐えゐとともに、外出の準備色万全を期してお

出かけ下さい．

　

ﾐりっやかな?初夏の季節に、一人７ヽも多くの会員の皆さん

とお会い出釆ゐことを楽しみにしておりま菟
恥じ）



　

編集人

　　

全国膠原病友の会北海道支部

　　　　　　　　　　　　　　　

編集責任者小寺

　

千明

　　　　　

画064札幌市中央区南４条西10丁目

　　　　　　　　

北海道難病センター内now) 512-3233

　

発行人

　　　

北海道身体障害者団体定期刊行物協会

　　　　　　　　

東区北８条東１丁目
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義郎
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